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早期緩和ケアの正体

2010年に発表されたTemelらによる「転移性非小細
胞肺がん患者における早期緩和ケア」論文は、緩和医
療の世界のみならずがん医療全体に大きなインパクト
を与え、それ以来、「早期からの緩和ケア」は臨床上の
大きなテーマのひとつとなっている。しかし、発表から６年
が経った現在、その実践には依然として臨床的なハー
ドルがあり、更には、「早期からの緩和ケア」の認識自
体にもなにかズレのようなものが生じていないだろうか。
そこで、本特集では、「早期からの緩和ケアとはなにか？」
という最もシンプルな疑問を解き明かしたい。
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「緩和ケア」を知る・考えるためのブックガイド
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